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令和２年９月８日（火曜日） 

 

本日の会議に付した事件 

 議第５８号 令和２年度上山市一般会計補正予算（第９号） 

 議第５９号 令和２年度上山市介護保険特別会計補正予算（第１号） 

 

    ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～    

出 欠 席 委 員 氏 名 

出席委員（１５人） 

       谷  江  正  照  委員         石  山  正  明  委員 

       佐  藤  光  義  委員         守  岡     等  委員 

       髙  橋  要  市  委員         棚  井  裕  一  委員 

       尾  形  み ち 子  委員         長  澤  長右衛門  委員 

       川  口     豊  委員         中  川  と み 子  委員 

       神  保  光  一  委員         枝  松  直  樹  委員 

       川  崎  朋  巳  委員         髙  橋  義  明  委員 

       大  沢  芳  朋  委員 

 

欠席委員（０人） 

 

                                             

説 明 の た め 出 席 し た 者 

 

横  戸  長 兵 衛 市 長  山  本  幸  靖 副 市 長 

尾  形  俊  幸 
庶 務 課 長 
(併)選挙管理委員会 
事 務 局 長 

 冨  士  英  樹 市政戦略課長 

平  吹  義  浩 財 政 課 長  前  田  豊  孝 税 務 課 長 

木  村  昌  光 市民生活課長  鈴  木  直  美 健康推進課長 

鏡     裕  一 福 祉 課 長  齋  藤  智  子 子ども子育て課長 

鈴  木  英  夫 商 工 課 長  佐  藤     毅 観 光 課 長 

漆  山     徹 
農林夢づくり課長 
（併）農業委員会 
事 務 局 長 

 須  貝  信  亮 建 設 課 長 

秋  葉  和  浩 上下水道課長  武  田     浩 
会 計 管 理 者 
( 兼 ) 会 計 課 長 



－９２－ 

佐  藤  浩  章 消 防 長  古  山  茂  満 
教 育 委 員 会 
教 育 長 

土  屋  光  博 
教 育 委 員 会 
管 理 課 長  遠  藤     靖 

教 育 委 員 会 
学 校 教 育 課 長 

大  澤  泰  雄 
教 育 委 員 会 
生 涯 学 習 課 長  高  橋  秀  典 

教 育 委 員 会 
スポーツ振興課長 

大  和     啓 監 査 委 員  舟  越  信  弘 
監 査 委 員 
事 務 局 長 

 

                                             

事 務 局 職 員 出 席 者 

 

金  沢  直  之 事 務 局 長  鈴  木  淳  一 副 主 幹 

渡  邉  高  範 主 査  齋  藤  理  恵 主 任 

 

    ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～    

 

午前１０時００分 開 会 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

開  議 

 

○棚井裕一委員長 出席委員は定足数に達して

おりますので、これより予算特別委員会を開会

いたします。 

 予定された当予算特別委員会の日程は、本日

１日でありますので、各委員の御協力をお願い

いたします。 

 今期定例会において当予算特別委員会に付託

されました案件は、補正予算２件であります。 

 これより直ちに審査に入ります。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 議第５８号 令和２年度上山市一般 

       会計補正予算（第９号） 

 

○棚井裕一委員長 議第５８号令和２年度上山

市一般会計補正予算（第９号）を議題といたし

ます。 

 当局の説明を求めます。財政課長。 

〔平吹義浩財政課長 登壇〕 

○平吹義浩財政課長 命によりまして、議第５

８号令和２年度上山市一般会計補正予算（第９

号）について御説明を申し上げます。 

 補正予算書の１ページをお開き願います。 

 令和２年度上山市の一般会計補正予算（第９

号）は、次に定めるところによるものでありま

す。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算

の総額に歳入歳出それぞれ３億８，５００万円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ１８３億６，５００万円とするものであり

ます。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及

び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」に

よるものであります。 



－９３－ 

 債務負担行為の補正、第２条、債務負担行為

の変更は、「第２表債務負担行為補正」による

ものであります。 

 地方債の補正、第３条、地方債の追加及び変

更は、「第３表地方債補正」によるものであり

ます。 

 それでは、第１表歳入歳出予算補正について

御説明申し上げますので、２ページ、３ページ

をお開き願います。 

 最初に歳入から申し上げます。 

 １５款国庫支出金は５７３万９，０００円を

増額し、補正後の額を４６億７，５２９万３，

０００円とするものでありますが、２項国庫補

助金の増によるものであります。 

 １６款県支出金は２，５１１万９，０００円

を増額し、補正後の額を１０億２，６３２万８，

０００円とするものでありますが、２項県補助

金で１，３３０万２，０００円、３項委託金で

１，１８１万７，０００円の増によるものであ

ります。 

 １８款寄附金は１，０００万円を増額し、補

正後の額を９億１，２１０万円とするものであ

ります。 

 １９款繰入金は３億７３３万５，０００円を

増額し、補正後の額を８億２，５４９万８，０

００円とするものであります。 

 ２０款繰越金は５７０万円を増額し、補正後

の額を３億６，２１１万６，０００円とするも

のであります。 

 ２１款諸収入は３９万３，０００円を減額し、

補正後の額を１１億９，５５９万６，０００円

とするものでありますが、５項雑入の減による

ものであります。 

 ２２款市債は３，１５０万円を増額し、補正

後の額を９億１，６３０万円とするものであり

ます。 

 その結果、歳入合計では３億８，５００万円

を増額し、補正後の額を１８３億６，５００万

円とするものであります。 

 次に、歳出について申し上げますので、３ペ

ージを御覧ください。 

 ２款総務費は５４万８，０００円を増額し、

補正後の額を４９億９，１００万４，０００円

とするものでありますが、１項総務管理費で１

３０万円の減、３項戸籍住民基本台帳費で１８

４万８，０００円の増によるものであります。 

 ３款民生費は１，８７７万９，０００円を増

額し、補正後の額を４６億９，５４９万５，０

００円とするものでありますが、２項児童福祉

費で１，８１１万９，０００円、３項生活保護

費で６６万円の増によるものであります。 

 ４款衛生費は１００万円を増額し、補正後の

額を８億４，３８３万２，０００円とするもの

でありますが、１項保健衛生費の増によるもの

であります。 

 ６款農林水産業費は１，２９４万１，０００

円を減額し、補正後の額を５億２，７６３万３，

０００円とするものでありますが、１項農業費

の減によるものであります。 

 ７款商工費は３，０００万円を増額し、補正

後の額を１７億６，８２２万３，０００円とす

るものであります。 

 ８款土木費は２００万円を増額し、補正後の

額を１０億９，６８０万円とするものでありま

すが、４項都市計画費の増によるものでありま

す。 

 １０款教育費は１，３６９万４，０００円を

増額し、補正後の額を１７億２３１万円とする

ものでありますが、１項教育総務費で１０７万

８，０００円、３項中学校費で７６３万５，０
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００円、５項社会教育費で１４２万円、６項保

健体育費で３５６万１，０００円の増によるも

のであります。 

 １２款公債費は３億３，１９２万円を増額し、

補正後の額を１６億５，５４２万円とするもの

であります。 

 その結果、歳出合計では３億８，５００万円

を増額し、補正後の額を１８３億６，５００万

円とするものであります。 

 次に、事項別明細書について御説明申し上げ

ます。 

 最初に歳出から御説明申し上げますので、１

３ページ、１４ページをお開き願います。 

 ２款総務費１項総務管理費１目一般管理費は

１３０万円の減でありますが、国際交流推進費

で、上山・ドナウエッシンゲン日独友好協会が

予定していたドナウエッシンゲン市との友好都

市盟約締結２５周年記念事業が新型コロナウイ

ルス感染症対策により中止となったことから、

事業補助金を減額するものであります。 

 ３項１目戸籍住民基本台帳費は１８４万８，

０００円の増でありますが、戸籍住民基本台帳

事務費で、国のデジタル手続法の成立及び住民

基本台帳法の改正により、国外転出後において

もマイナンバーカードの継続利用や電子証明の

利用を可能とするため、全額国庫補助金による

住民基本台帳システム改修に要する経費を措置

するものであります。 

 ３款民生費２項児童福祉費２目児童措置費は

１，８１１万９，０００円の増でありますが、

新型コロナウイルス感染症対策費（慰労金給

付）において、全額県委託金により１，１８１

万７，０００円を措置し、県の新型コロナウイ

ルス感染症対応職員慰労金給付事業に基づき、

公立及び民間立の保育所、認定こども園、放課

後児童クラブ等の１８施設の職員並びに学校臨

時休業に伴う開所時間延長への協力者に１人当

たり５万円を給付するものであります。 

 また、新型コロナウイルス感染症対策費（感

染防止対策）においては、全額県補助金により

６３０万２，０００円を措置し、公立の児童福

祉施設７施設では空気清浄機や消毒液の購入等

を行い、民間立児童福祉施設９施設へは感染症

対策として消耗品購入費や職員の超過勤務手当

等を対象とする新型コロナウイルス感染症緊急

包括支援事業費補助金を交付するものでありま

す。 

 ３項生活保護費１目生活保護総務費は６６万

円の増でありますが、生活保護総務費で、生活

保護法等の改正により、日常生活支援住居施設

の創設に伴う生活保護システムの改修に要する

経費を措置するものであります。 

 ４款衛生費１項保健衛生費４目環境衛生費は

１００万円の増でありますが、環境衛生費で、

蔵王ペンション村観光協議会が実施する給水設

備更新工事に対して、上山市飲用水共同給水施

設整備事業補助金を交付するものであります。 

 ６款農林水産業費１項農業費３目農業振興費

は１，２９４万１，０００円の減でありますが、

有害鳥獣対策事業費で、イノシシ等による農作

物被害への対策として簡易電気柵設置等の被害

対策設備設置への要望が増えていることから、

上山市鳥獣害防止対策協議会への補助金を２０

０万円増額するものであります。 

 また、新型コロナウイルス感染症対策費（経

営維持）では、県と連携して取り組んださくら

んぼ緊急価格安定対策事業の結果、今年のサク

ランボの平均販売価格が過去６年の平均価格の

９割を下回らず、補助金の交付対象とならなか

ったことから、１，４９４万１，０００円を減
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額するものであります。 

 １５ページ、１６ページをお開きください。 

 ７款１項商工費２目商工業振興費は３，００

０万円の増でありますが、新型コロナウイルス

感染症対策費（経営維持）で、山形県商工業振

興資金利用者へ本市と県、金融機関が協調して

利子補給を実施する中小企業緊急災害対策利子

補給補助金を増額するとともに、同資金利用者

の借入れに伴う保証料負担を軽減するため、山

形県信用保証協会に対する保証料補給補助金を

措置するものであります。 

 ８款土木費４項都市計画費１目都市計画総務

費は２００万円の増でありますが、都市計画事

業費で、店舗のファサードを改修し景観整備を

進める景観形成支援事業ファサード改修補助金

の事前申込みがあることから増額するものであ

ります。 

 １０款教育費１項教育総務費２目教育指導費

は１０７万８，０００円の増でありますが、教

育支援充実事業費で、ＧＩＧＡスクール構想に

よるＩＣＴ活用を円滑に進めるため、ＩＣＴ支

援員の派遣回数の増加に要する経費を措置する

ものであります。 

 ３項中学校費１目学校管理費は７６３万５，

０００円の増でありますが、中学校整備事業費

で、南中学校外部通路上屋の補強工事に要する

経費を措置するものであります。 

 ５項社会教育費２目公民館費は１４２万円の

増でありますが、公民館整備事業費で、旭町公

民館の改修工事に伴い、旭町地区会へ公民館類

似施設建築費補助金を交付するもので、交付規

定により工事費の３分の１以内の額を交付する

ものであります。 

 ６項保健体育費４目蔵王坊平アスリートヴィ

レッジ費は３５６万１，０００円の増でありま

すが、蔵王坊平アスリートヴィレッジ振興費で、

蔵王坊平アスリートヴィレッジ構想推進協議会

が実施する一般向けの準高地での運動とリカバ

リー体験プログラム提供事業に対する補助であ

るスポーツによる地域活性化推進事業補助金を

全額国庫補助金を財源とし措置するものであり

ます。 

 １２款１項公債費１目元金は３億３，１９２

万円の増でありますが、市債繰上償還元金で減

債基金３億円の取りくずしを主な財源とし、令

和３年度、４年度、５年度の元金償還の一部を

令和２年度で繰上償還により前倒しして実施す

ることにより、公債費の平準化を図るものであ

ります。 

 以上で歳出の説明を終わりまして、歳入の説

明を申し上げますので、前に戻りまして、９ペ

ージ、１０ページをお開きください。 

 最初に、１５款国庫支出金２項国庫補助金１

目総務費国庫補助金は１８４万８，０００円の

増でありますが、住民基本台帳システム改修へ

の補助である社会保障・税番号制度システム整

備費補助金を計上するものであります。 

 ２目民生費国庫補助金は３３万円の増であり

ますが、生活保護システム改修への補助である

生活困窮者就労準備支援事業費等補助金を計上

するものであります。 

 ６目教育費国庫補助金は３５６万１，０００

円の増でありますが、蔵王坊平アスリートヴィ

レッジ構想推進協議会に交付するスポーツによ

る地域活性化推進事業補助金への国庫補助であ

る地方スポーツ振興費補助金を計上するもので

あります。 

 １６款県支出金２項県補助金２目民生費県補

助金は６３０万２，０００円の増でありますが、

児童福祉施設での感染防止対策事業への補助金
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である新型コロナウイルス感染症緊急包括支援

事業費補助金を計上するものであります。 

 ７目商工費県補助金は７００万円の増であり

ますが、山形県商工業振興資金利用者への利子

補給事業の財源である中小企業緊急災害対策利

子補給補助金を増額計上するものであります。 

 ３項委託金２目民生費委託金は１，１８１万

７，０００円の増でありますが、児童福祉施設

に従事する職員への慰労金支給の財源である新

型コロナウイルス感染症対応職員慰労金給付事

業委託金を計上するものであります。 

 １８款寄附金１項１目寄附金は１，０００万

円の増でありますが、上山市土地開発公社から

の寄附金を計上するものであります。上山市土

地開発公社は今年度より休眠状態とし、一定期

間経過後に解散の判断を行うことにしています

が、今回、土地開発公社が保有する財産約１，

６００万円から基本財産を差し引いて、１，０

００万円を寄附金として一般会計へ還元するも

のであります。 

 １９款繰入金１項１目基金繰入金は３億７３

３万５，０００円の増でありますが、減債基金

３億円は地方債の繰上償還の財源とし、財政調

整基金７３３万５，０００円はこのたびの補正

予算の一般財源の一部とするため、それぞれ取

りくずすものであります。 

 ２０款繰越金１項１目繰越金は５７０万円の

増でありますが、前年度繰越金を増額するもの

であります。 

 ２１款諸収入５項雑入２目弁償金は９０万７，

０００円の増でありますが、山元地区への光通

信を行っている光ケーブルの破損被害に対する

弁償金を計上するものであります。 

 ３目雑入は１３０万円の減でありますが、ド

ナウエッシンゲン市との友好都市盟約締結２５

周年記念事業の中止に伴い、自治総合センター

からの交付金であるコミュニティ助成事業交付

金の申請を取り下げることによるものでありま

す。 

 １１ページ、１２ページをお開き願います。 

 ２２款１項市債７目教育債は５５０万円の増

でありますが、南中学校外部通路上屋補強工事

の財源とするため借入れを行うものであります。 

 ９目臨時財政対策債は２，６００万円の増で

ありますが、一般財源とするため借入れを行う

ものであります。 

 次に、第２表債務負担行為補正について御説

明申し上げます。 

 ４ページをお開き願います。 

 今回の補正は限度額の変更であります。 

 中小企業緊急災害対策利子補給で限度額を増

額し、融資総額４５億円の融資残高に対し、年

１．０％以内の割合で計算した額とするもので

あります。 

 最後に、第３表地方債補正について御説明申

し上げます。 

 今回の補正は追加１件と限度額の変更１件で

あります。 

 追加につきましては、起債の目的は中学校施

設整備事業、限度額は５５０万円とし、起債の

方法は普通貸借または証券発行によるものとし、

利率は借入先との協定によるものであります。

ただし、利率見直し方式で借り入れる資金につ

いて、利率の見直しを行った後においては、当

該見直し後の利率とするものであります。償還

の方法は、借入先の融資条件によるとするもの

であります。ただし、財政上の都合により据置

期間及び償還期限を短縮し、または繰上償還も

しくは低利に借換えすることができるとするも

のであります。 
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 次に、変更につきましては、臨時財政対策債

で、補正前の額に２，６００万円を増額し、補

正後の額を３億６，２００万円とするものであ

ります。 

 その結果、地方債全体では、補正後の限度額

を９億１，６３０万円とするものであります。 

 以上で説明を終わりますが、どうぞよろしく

お願いいたします。 

○棚井裕一委員長 これより質疑に入ります。 

 質疑は、歳入歳出を区分し、債務負担行為及

び地方債は歳入と併せて行います。 

 初めに、歳出からの質疑とし、２款総務費、

３款民生費についての質疑、発言を許します。

中川とみ子委員。 

○中川とみ子委員 ３款民生費についてお伺い

いたします。 

 生活保護費についてのシステム改修という説

明は了解しました。 

 それに関連づけてなんですが、９月３日の新

聞報道で、生活保護費の減額というふうな報道

がされまして、これは２０１８年から始まって

いまして、３年計画ということであります。上

山で生活保護を受けている方に該当する方がい

らっしゃるのか、お伺いいたします。 

 それともう１点、コロナ関係で、本市で生活

保護の申請をしている方が増えているかどうか、

伺いたいと思います。 

○棚井裕一委員長 福祉課長。 

○鏡 裕一福祉課長 まず、生活保護の基準の

見直しでありますけれども、平成３０年１０月

から３年かけて生活保護の基準額を減額すると

いう国の基準で行っているもので、減額になっ

ているのは、４０歳以上の単身の保護世帯の約

４割が減額になっておりますが、増額になって

いる世帯もあります。２人世帯の方についても

平成３０年１０月から令和元年度、令和２年度

と３年をかけて減額されますが、増額になる世

帯もあるということであります。 

 上山市で生活保護を受けている方も減額が４

割、増額が３割ということになっております。 

 コロナの関係ですけれども、生活保護の相談

については、コロナ関係で相談が増えておりま

して、令和元年度と比較いたしまして４０％ほ

ど増えております。４月から８月まで１６件の

相談を受け付けているところです。 

○棚井裕一委員長 中川とみ子委員。 

○中川とみ子委員 一生懸命生活している中で

のそういう申請を依頼するという方も多いと思

いますので、丁寧な対応をお願いしたいと思い

ます。 

○棚井裕一委員長 ほかに質疑はありませんか。

尾形みち子委員。 

○尾形みち子委員 ３款民生費、新型コロナウ

イルス感染症対策費の慰労金給付についてお尋

ねをいたします。 

 本市内で受給対象となる人数など詳細な部分

をお示しいただきたいと思います。 

○棚井裕一委員長 子ども子育て課長。 

○齋藤智子子ども子育て課長 このたびの慰労

金給付事業の対象となる施設、先ほど財政課長

の説明にありましたように、市内１８施設を対

象としておりまして、対象の職員は２３４人分

を計上しております。 

○棚井裕一委員長 尾形みち子委員。 

○尾形みち子委員 県内でこの給付金を市町村

で対応しなかったというふうな、これは市職員

に対する対応がなかったというようなことも伺

っているんですけれども、この判断というのは

各市町村なのか、お尋ねいたします。 

○棚井裕一委員長 子ども子育て課長。 
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○齋藤智子子ども子育て課長 このたびの給付

金事業は県の事業でございます。県が市町村を

経由して公立施設を含む児童関係施設の職員に

給付するというものでございます。そのため、

先ほど申し上げた２３４人のうち、公立施設で

働く公務員が９２名、この分を計上しておりま

す。残り１４２人は民間事業所の職員というこ

とで給付する予定でございます。 

 県内では、こちらは県と委託契約を交わしま

して、市町村を経由して職員に給付するもので

ありますけれども、受託しないという意向を示

している自治体はないというふうに聞いており

ます。 

○棚井裕一委員長 尾形みち子委員。 

○尾形みち子委員 このコロナ禍の中で御苦労

なされた保育士、全てに行き届いてというよう

なことでありますけれども、学校の支援員も学

校が休業になったというようなことで、対象に

なるのかお伺いいたします。 

○棚井裕一委員長 子ども子育て課長。 

○齋藤智子子ども子育て課長 先ほど申し上げ

ました公務員９２名のうち、会計年度任用職員

を含めての数でございます。その中には学校教

育支援員の方に協力いただいておりますので、

もちろん会計年度任用職員に含めて計上してお

ります。 

 期間につきましては、令和２年４月１日から

６月３０日までの間に、通算して１０日以上の

御協力、勤務いただいた方という、今のところ

は県から示されているのは案でございますが、

そのようになっております。 

○棚井裕一委員長 尾形みち子委員。 

○尾形みち子委員 この２３４名の方にこの給

付金が滞りなく給付されるというようなことで

ありますけれども、これはいつ入金なるのか、

予定が決められているのかお尋ねいたします。 

○棚井裕一委員長 子ども子育て課長。 

○齋藤智子子ども子育て課長 県との契約はこ

れからでございますので、市のほうに入金にな

る予定は今のところまだ示されておりません。

ただ、契約締結後、公立の公務員については職

員個人の申請に基づいて口座振込、そして民間

の職員に対しては施設を通じて支給することを

考えております。 

○棚井裕一委員長 ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○棚井裕一委員長 質疑はないものと認めます。 

 次に、４款衛生費、６款農林水産業費につい

ての質疑、発言を許します。髙橋要市委員。 

○髙橋要市委員 ６款農林水産業費、新型コロ

ナウイルス感染症対策費について質問させてい

ただきたいと思います。 

 まず、サクランボの６年間の平均販売価格を

見て、その９割を下回った場合に差額を補助す

るというそういった補助金であったと思います

けれども、それを１，５００万円ほどの予算を

計上し、使わずに済んだという言い方が正しい

かどうか分かりませんが、ということは比較的

その市場が安定していて、それによって困って

いる農家の方が少なかったというふうな捉え方

もできるのかというふうに思いますが、その９

割を超えなかったその安定していない場合とい

うことも当然想定されていたかと思いますが、

そのような比較的市場が安定していたというよ

うな分析などは例えばしておられるかどうか、

そういったところをまず１点お聞きいたします。 

○棚井裕一委員長 農林夢づくり課長。 

○漆山 徹農林夢づくり課長 今回、実績とし

ましては、過去１０年間で２番目に高い実績と

いうことで単価のほうは推移しております。こ
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ちらのほうにつきましては、まず市場のほうに

想定よりも出回ったものが少なかったという、

見込みより少なかったということも一つの要因

かと思います。当初は贈答用のほうが伸びない

のではないかということで、市場に出回る数が

増えるだろうという見込みでしたが、見込みよ

りも出回った数が少なかったということで、実

績としては単価が減少しなかったというような

見方をしております。 

○棚井裕一委員長 髙橋要市委員。 

○髙橋要市委員 結果的にそのような原理が働

いて、使う必要のある農家が少なかったという

ことに関しては、比較的農家の方々も経営上は

スムーズなといいますか、コロナ禍の中におい

ても通常と同じような経営でサクランボが売れ

たということで、大変よかったなというふうに

思っております。 

 一方で、例えば考え方として、１，５００万

円という予算を計上したのであれば、一つの考

え方として、結果論で言ってしまうような格好

になってしまうかもしれませんが、もう少しハ

ードルを低くして、多少でも多くの事業者が受

け取れるような制度設計などということは今後

考えていくような必要があるのではないかとい

う考え方もあるかと思いますが、そのことにつ

いてはどのように考えておられるか、お示しい

ただければと思います。 

○棚井裕一委員長 農林夢づくり課長。 

○漆山 徹農林夢づくり課長 サクランボにつ

きましては、県のほうと一緒にこの対策をしよ

うということでやってきたわけですが、サクラ

ンボの価格は安定して推移してきたというよう

な状況で捉えておりますので、今後、ほかの農

作物などがコロナの影響で単価なり収益が落ち

るような状況が見られましたときには、何らか

の対策が必要になってくるだろうということは

想定をしながら考えてまいりたいと思っており

ます。 

○棚井裕一委員長 髙橋要市委員。 

○髙橋要市委員 農家の方々も、正直言います

とやはり格差もありまして、市場の価格がよか

ったから物が大変売れたとかという一方で、物

がよくなかった、色がつかなかったなどという

声も恐らく課長も聞いておられるかと思います

が、非常に苦しい経営をされている方もやはり

いらっしゃいます。 

 そういう中で、県との動きということも当然

あろうかと思いますが、今後、ラ・フランスと

か、そういった目玉となる果物がある中で、そ

ういったところもこのたびの結果と連動しなが

らぜひ検討していただければと思います。よろ

しくお願いいたします。 

○棚井裕一委員長 ほかに質疑はありませんか。

長澤長右衛門委員。 

○長澤長右衛門委員 ６款農林水産業費３目農

業振興費、有害鳥獣対策事業費で伺います。 

 地元小倉地区において、全長約５．３キロの

電気柵設置を実施いただきまして、本当にあり

がとうございました。 

 それで、今回の電気柵設置は、防草シートと

セットで行ったわけでございます。その効果は

課長、市長も御覧いただいて分かるように、本

当に効果は抜群だと思っております。そこで、

今まで電気柵のみで設置している箇所も、防草

シートをしたいという農家も出てきているんで

す。それで、その防草シートの有害鳥獣対策補

助が対象になるのか、伺いたいと思います。 

○棚井裕一委員長 農林夢づくり課長。 

○漆山 徹農林夢づくり課長 防草シートもい

ろいろな種類がございまして、ただのシートの
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みというものですと、対象にはならないのです

が、アース線が入っているようなものになりま

すと、対象という形で考えております。 

○棚井裕一委員長 長澤長右衛門委員。 

○長澤長右衛門委員 電気柵は設置したものの、

やはりその管理というのは草刈り、その他もろ

もろ大変な費用がかかっているようでございま

して、これが防草シート購入費に充てられると

いうことであるので、ありがたく思っていると

ころでございます。 

○棚井裕一委員長 ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○棚井裕一委員長 質疑はないものと認めます。 

 次に、７款商工費、８款土木費についての質

疑、発言を許します。川崎朋巳委員。 

○川崎朋巳委員 都市計画事業費について伺い

ます。 

 ファサード改修事業費に充てられるというこ

とでございますが、当初予算に１件分計上され

ていたと記憶していますが、令和２年度は３件

分対象になるということでよろしかったですか。 

○棚井裕一委員長 建設課長。 

○須貝信亮建設課長 おっしゃるとおり３件、

今年度申込みいただいておりますので、その所

要額ということで計上させていただいていると

ころでございます。 

○棚井裕一委員長 川崎朋巳委員。 

○川崎朋巳委員 ファサード改修分については

上限額１００万円で、以前８０万円だったと思

っておりましたが、１００万円になってちょっ

とファサード改修事業が進んでいる面というの

があるのかなと思います。 

 重ねて、ファサード改修をこれまでされてき

た店舗などのことを考えますと、小さなお店か

なというふうに思います。それで、現況下、経

営が厳しい状況かなというふうに思いますし、

ファサード改修に当たっては当然自己負担等も

発生する中で、今回２件分補正が措置されたと

いうことで、そのファサードに関する例えばニ

ーズなんかの考え方についてはどのように捉え

ているのかについて、また、ちょうどこのたび

の審査会でも、今回補正で該当２件分とありま

すが、それよりも多い申込みがあったという話

も伺っております。改めてそのニーズという部

分についてお考えをお聞かせいただければと思

います。 

○棚井裕一委員長 建設課長。 

○須貝信亮建設課長 ニーズでございますけれ

ども、４月からその対象となるエリアを拡大を

してございます。今申し上げたとおり拡充して

かみのやま温泉駅までの区域ということで拡大

をしてございます。そのような状況の中でいろ

いろな声をいただきながら、問合せ等が増えて

ございます。やはり景観に合わせた取組、個人

の一般住宅の方もそうですし、１０件ほど声が

けをいただいております。それで、なるべくそ

れらのニーズに合わせて少しでも取り組みやす

い制度にする必要があるというふうには考えて

いるところでございます。 

○棚井裕一委員長 川崎朋巳委員。 

○川崎朋巳委員 一時期、制度はあるものの、

なかなかファサード改修に関する事業が進んで

いなかった部分もあるかと思います。区域を広

げて申込み、問合せ等も多くなっていることで、

令和３年度の当初予算におけるファサードの考

え方について改めてお示しいただければと思い

ます。 

○棚井裕一委員長 建設課長。 

○須貝信亮建設課長 今申し上げたとおり、ニ

ーズが増えてございますので、件数や金額等に
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つきましてはこれから詰めてまいりますけれど

も、やはりこれまでのような１００万円上限で、

工事費、改修費の８割を補助するという部分で

ございますけれども、これらにつきましてもや

はりニーズを捉えながら、見直しも含めて来年

度予算は検討していきたいというふうに考えて

ございます。 

○棚井裕一委員長 ほかに質疑はありませんか。

川口豊委員。 

○川口 豊委員 ７款商工費についてお伺いを

いたします。 

 これは新型コロナウイルス感染症対策費とし

て無利子の融資に対する保証料の補助というよ

うなことでありますが、この額を何度か補正を

しているというような状況です。これは伸びれ

ばあまりいい状況でないというふうに思ってお

りますが、今朝の山形新聞にも景気動向調査と

いうのが載っておりまして、８月だけで５５．

５％のマイナスというふうなことで、この新型

コロナウイルスの商工業に与える影響はいまだ

収束を見ないというような状況、ますます悪く

なっているような状況がありますが、本市にお

いての商工業の動向、いわゆるこの無利子の融

資というのは今もどんどん進んでいる状況なの

かどうかをまずお聞かせください。 

○棚井裕一委員長 商工課長。 

○鈴木英夫商工課長 委員おっしゃるとおり、

市内の経済状況、大変厳しい状況が続いており

まして、当初は宿泊業あるいは飲食業という業

種が落ち込んでおりましたけれども、それに加

えまして製造業等も含めまして全体の業種が経

済の影響を受けているというような状況でござ

います。 

 そうした中で、今般の補正につきましては、

本市と県及び金融機関が連携をして利子補給を

行う実質無利子で融資を行う制度でございます

が、８月２１日の時点で無利子分の件数が１４

８件融資の実行を行っております。金額にして

４０億１，３８０万円というふうな借入額にな

っておりまして、これに関連しまして債務負担

行為も４５億円というような補正をしていると

ころでございます。 

 委員おっしゃるように、この制度につきまし

ては、継続ということではございません。８月

３１日をもって申込期限というふうになってご

ざいます。 

○棚井裕一委員長 川口豊委員。 

○川口 豊委員 そうしますと、もうこの制度

については、８月３１日で締め切ったというこ

とでありますので、これからは発生しないとい

うことになりますね。 

○棚井裕一委員長 商工課長。 

○鈴木英夫商工課長 この制度に関しましては

８月３１日で終わりということでございます。

今後につきましては、いろいろ制度は続いてお

りますけれども、例えば国の補正予算を活用し

ました県の別の制度であります新型コロナウイ

ルス感染症対応資金というのもございますので、

そういった資金の御案内、周知に努めてまいり

たいと思います。 

○棚井裕一委員長 川口豊委員。 

○川口 豊委員 この新型コロナウイルスとい

うのはいつになったら収束するのかというよう

なことを考えたときに、ちょっと不安が残るわ

けです。これから秋、冬にかけて、また第２波、

第３波というふうな話も専門家のほうから出て

おるような状況でありますので、少なくともこ

の上山市の企業、商工業者を守るための制度に

ついては、市単体ではなかなかできないと思い

ますけれども、国、県と連携をして、ぜひいい
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融資制度などもさらに拡張していただきたいと

いうようなことをお願い申し上げて、終わりま

す。 

○棚井裕一委員長 ほかに質疑はありませんか。

枝松直樹委員。 

○枝松直樹委員 先ほどファサードの改修の件

がありましたが、私もそれに関連して伺います。 

 先月だと思いますが、十日町地区景観ガイド

ラインというのが策定をされました。それが本

当に狙いどおりに進めば大変結構なことだと思

いますけれども、今回エリアを広げたというこ

とで、そこにはガイドラインも恐らくないので

はないかと思いますが、何を言いたいかという

と、友好都市である高山もそうなんですけれど

も、しっかりと景観を守る、そういう住民が守

るべき基準、スタンダードがあるわけでありま

して、何もないところに１件、こっちも１件と

しても、あまり効果がないのではないかという

ことを考えておりますが、いかがでしょうか。 

○棚井裕一委員長 建設課長。 

○須貝信亮建設課長 景観でございますが、エ

リアの拡大ということで、お城周辺から駅まで

の動線の部分、いわゆる回遊性、回遊的な道路

沿いというふうなイメージでありますけれども、

おっしゃるとおり景観の基準というのがどうな

んだというのは確かにございますけれども、

我々といたしましては、その十日町で景観まち

づくり協議会でつくっていただいた基準、それ

から審査の方に建築士、有識者ということで入

っていただいておりますので、そういったこと

を基に上山らしい景観というふうなところを位

置づけしながら進めていく必要があるとは当然

思っておりますので、まずはそのエリア、駅西

側のエリアということで景観づくりということ

になりますので、そのあたりは今申し上げたよ

うな取組で進めていければなというふうに思っ

ております。 

○棚井裕一委員長 枝松直樹委員。 

○枝松直樹委員 確たるものはまだないのかも

しれませんが、徐々にそこは一つの成功事例を

つくれば、それを見た住民がまた右倣えという

ふうになるかと思いますので、進めていただけ

ればと思います。 

 ただ、一つ残念なことがあります。今、駅か

らお城までの動線という話があったので、それ

に関連して伺いますが、眉川橋、郵便局の先の

眉川橋から新湯の十字路に進入したときに、右

側の建物に極めて目立つ看板があるんです。以

前はそこは山形の大手の冠婚葬祭事業者の看板

でした。「何だ、これは」というふうなまさに

景観を害する広告物だったんですが、それが撤

去されたと思ったら、また別のがそこにあるん

ですよ。こういうことに対して、個人の建物で

すから行政が制限できないということに今の時

点ではなっているかもしれませんが、こういう

ことをなくしていかないと、せっかくの景観形

成あるいは修景事業ですかね、これが達成でき

ないと思いますので、ぜひ御配慮をお願いした

いと思います。答弁は要りません。 

○棚井裕一委員長 ほかに質疑はありませんか。

神保光一委員。 

○神保光一委員 ７款商工費に関してお伺いし

ます。 

 先ほど川口委員のほうからもありました新型

コロナウイルス感染症対策費に関してなんです

けれども、こちらの中小企業緊急災害対策利子

補給に関して、先ほどの川口委員へのいろいろ

な答弁の中で、件数というのが当初の予定、見

込んでいたよりも大分増えてきてということで、

こちらのほうが今後１０年間続くということに
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なると思うんですけれども、それに関して市の

財政に対する影響というものがあるのかないの

か、御見解をいただければと思います。 

○棚井裕一委員長 商工課長。 

○鈴木英夫商工課長 委員おっしゃるように、

１０年間の返済借入期間になっておりますので、

基本的に４５億円という数字をこのたび債務負

担行為の限度額としておりますが、４５億円を

１０年返済で想定しましてシミュレーションし

た場合には、利子補給の額につきましては、令

和２年度から令和１２年度まで約１億３，００

０万円ほど見てございます。それから、あわせ

まして信用保証協会への保証料補給補助金につ

きましては約１億円、合計では約２億３，００

０万円ほどの負担になるという見込みを算定し

てございます。 

 なお、国の臨時交付金をこれに充てることが

できることになっておりますけれども、基金を

創設した上で令和７年度分までの充当が可能で

あるというふうにされております。令和３年か

ら令和７年の５年分では約１億５，９００万円

ですので、それが交付金の充当可能金額になり

ます。なお、その残りの部分、残りの５年間に

つきましても、県の市長会及び東北の市長会を

通しまして、現在国のほうに充当が可能となる

よう要望を上げているところでございます。 

○棚井裕一委員長 ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○棚井裕一委員長 質疑はないものと認めます。 

 次に、１０款教育費、１２款公債費について

の質疑、発言を許します。守岡等委員。 

○守岡 等委員 まず、教育支援事業費につい

てお尋ねしますけれども、このＧＩＧＡスクー

ル構想のＩＣＴ支援員の派遣の回数を増やすと

いうことだと思いますけれども、もう少しその

辺の実情ですね。どういうことで困っているの

かというのをお知らせいただければと思います。 

○棚井裕一委員長 学校教育課長。 

○遠藤 靖学校教育課長 令和２年度当初につ

きましては、年間で当初２４０時間の支援員の

派遣を考えておりました。ＧＩＧＡスクールの

前倒しによるタブレット等の配置が今年度中に

行われるということになりますと、機器が入っ

てから改めて研修をするということではなくて、

その機器の業者等と協力しながら、各学校で事

前に研修を進めていくということが必要になっ

てくると。もちろん授業のサポートもそうです

が、そういったところを含めながら、いわゆる

学習のツールとしてしっかりと使っていくよう

にということから、今回拡充ということを考え

たところでございます。 

○棚井裕一委員長 守岡等委員。 

○守岡 等委員 今の件、了解しました。 

 あともう一つ、公民館整備事業費の問題で、

旭町公民館の整備を図るということですが、こ

れはいわゆる各地区で運営する公民館の整備費

という、こういう理解でよかったですかね。 

○棚井裕一委員長 生涯学習課長。 

○大澤泰雄生涯学習課長 各地区の公民館とい

うことで、市は公民館の類似施設というような

形で補助するものであります。 

○棚井裕一委員長 守岡等委員。 

○守岡 等委員 もう一つ、公債費の件で、こ

の繰上償還するということで、前倒しで償還す

るということは結構なことだと思いますけれど

も、ただ、この減債基金が３億円しかない中で、

今回で枯渇してしまうわけですけれども、今後

の長期的な見通しということを考えた場合に、

その辺の基金の状況とか大丈夫なんでしょうか。 

○棚井裕一委員長 財政課長。 
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○平吹義浩財政課長 減債基金の状況について

ちょっと御説明したいんですけれども、既にこ

の議会でお配りしております決算書、それとこ

の前全員協議会で健全化判断比率等御説明しま

したけれども、そのときの数字、それと今現在

の数字がそれぞれ違っております。どういうこ

とかというと、決算書は３月３１日現在、先ほ

どの健全化判断比率は５月末日、そして今、９

月になったわけでありますけれども、今現在の

減債基金は６億２，０００万円ございます。そ

の中で３億円を取りくずすということでござい

ますので、それを崩しても３億２，０００万円

残るという状況でございます。 

○棚井裕一委員長 ほかに質疑はありませんか。

髙橋要市委員。 

○髙橋要市委員 公民館整備事業についてお尋

ねしたいと思いますが、旭町公民館の補修の内

容についてということなんですが、築何年程度

の建物になるかと補修の内容についてお示しい

ただきたいと思います。 

○棚井裕一委員長 生涯学習課長。 

○大澤泰雄生涯学習課長 築年数は、今手元に

ございませんが、改修内容につきましては、台

所の増築、畳の表替え、屋根の外壁の塗装、断

熱サッシの取付け、屋外物置の増設、壁の補強、

ＬＥＤ化と水回りの工事内容になっております。 

○棚井裕一委員長 髙橋要市委員。 

○髙橋要市委員 公民館ということで、地区か

らの要望などが出てということかと思いますけ

れども、今現在その類似施設でそういった要望

などが出ているところがあるかどうか、そうい

ったところをお示しいただきたいと思います。 

○棚井裕一委員長 生涯学習課長。 

○大澤泰雄生涯学習課長 現在、要望は出てい

ませんけれども、相談は１件ありました。 

○棚井裕一委員長 ほかに質疑はありませんか。

枝松直樹委員。 

○枝松直樹委員 アスリートヴィレッジ振興費

です。 

 これはスポーツによる地域振興という趣旨の

ようなんですけれども、一般向け、いわゆる素

人ですね。アスリートの前段に一般市民にこれ

を使うのか、どの程度の人間がそれを利用する

ことができるようになるのか、その内容につい

て伺います。 

○棚井裕一委員長 スポーツ振興課長。 

○高橋秀典スポーツ振興課長 この事業につき

ましては、まずスポーツコミッションというこ

とで、合宿誘致ですとか、イベント誘致、そう

いった部分の団体に対する補助という形になる

んですけれども、アスリートヴィレッジ、本当

にアスリートだけ使うというイメージがありま

すので、せっかくですのでグラウンドを走るで

すとか、クロスカントリーコースを走る、歩く

という、あとトレーニング機器、トレーニング

室もあります。今回スポーツリカバリーという

考えでそういった施設もできたということで、

基本的には運動と筋力トレーニング、リカバリ

ーをセットにした体験プログラムということで、

具体的な中身としてインターバル速歩、ランニ

ング、ノルディックウオーク、クロスカントリ

ースキー、スノーラン、そういったものを組み

合わせまして、一般、基本的にどういうレベル

ということじゃなく、いろいろな人がそういっ

た形でそのトレーニング体験できるようにとい

うことで組んでやっていこうというように考え

ております。 

○棚井裕一委員長 枝松直樹委員。 

○枝松直樹委員 それでは、対象者に対して周

知、募集というか、どのようにするのか。例え
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ばスポ少とか、子ども会とか、いろいろなレベ

ルの組織もありますし、個人で参加可能なのか

どうか、その辺について伺います。 

○棚井裕一委員長 スポーツ振興課長。 

○高橋秀典スポーツ振興課長 基本的には域外

からの交流という部分もありますので、今回に

つきましてはアールビーズと提携いたしました

けれども、そちらの「ランナーズ」という雑誌

ですとか、あと県内のスポーツ店、競技場、そ

ういったところへのチラシ配布、また、インタ

ーネットでも出しますので、当然一般個人の申

込みが可能という形になっております。 

○棚井裕一委員長 枝松直樹委員。 

○枝松直樹委員 そうすると、観光振興にも寄

与するような部分も、域外からですから、地域

間交流とかあるわけですね。そうすると、Ｇｏ

Ｔｏの対象にもなるということでしょうか。 

○棚井裕一委員長 スポーツ振興課長。 

○高橋秀典スポーツ振興課長 今回につきまし

ては、宿泊までは設定しませんので、あくまで

日帰りでの体験という形でまずはプログラムを

実践してみるという形、また、将来的には当然

観光も含めたという考えで利用いただけるよう

にというようなプログラム設定ということで考

えております。 

○棚井裕一委員長 ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○棚井裕一委員長 質疑はないものと認めます。 

 以上で、歳出についての質疑を打ち切ります。 

 次に、歳入、債務負担行為及び地方債につい

ての質疑、発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○棚井裕一委員長 質疑はないものと認めます。 

 以上で、議第５８号議案に対する質疑を終結

いたします。 

 これより討論に入ります。討論の発言を許し

ます。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○棚井裕一委員長 討論なしと認めます。 

 採決いたします。 

 議第５８号令和２年度上山市一般会計補正予

算（第９号）は、原案のとおり可決すべきもの

と決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○棚井裕一委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第５８号は原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 議第５９号 令和２年度上山市介護 

       保険特別会計補正予算 

       （第１号） 

 

○棚井裕一委員長 次に、議第５９号令和２年

度上山市介護保険特別会計補正予算（第１号）

を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。健康推進課長。 

〔鈴木直美健康推進課長 登壇〕 

○鈴木直美健康推進課長 命によりまして、議

第５９号令和２年度上山市介護保険特別会計補

正予算（第１号）について御説明申し上げます。 

 補正予算書の１７ページをお開き願います。 

 令和２年度上山市の介護保険特別会計補正予

算（第１号）は、次に定めるところによるもの

であります。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算

の総額に歳入歳出それぞれ６，０００万円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ

４１億９，４００万円とするものであります。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及



－１０６－ 

び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」に

よるものであります。 

 債務負担行為の補正、第２条、債務負担行為

の追加は、「第２表債務負担行為補正」による

ものであります。 

 次に、第１表歳入歳出予算補正の説明でござ

いますが、重複説明を避けるため、事項別明細

書により御説明申し上げます。 

 歳出から御説明いたしますので、２７ページ、

２８ページをお開き願います。 

 ６款諸支出金１項３目償還金に６，０００万

円を追加し、補正後の額を６，００１万円とす

るものでありますが、前年度の国庫支出金等の

介護給付費負担金、地域支援事業交付金及び低

所得者保険料軽減負担金交付金の精算により、

超過額を返還するため増額するものであります。 

 次に、歳入について御説明申し上げます。２

５ページ、２６ページをお開き願います。 

 ８款繰越金１項１目繰越金に６，０００万円

を追加し、補正後の額を６，００１万円とする

ものでありますが、前年度繰越金を増額するも

のであります。 

 次に、第２表債務負担行為補正について御説

明申し上げます。２０ページをお開き願います。 

 介護保険認定支援システム更新事業につきま

しては、令和２年度から令和７年度までの期間

で３，０３１万４，０００円を限度額とするも

のであります。 

 以上で説明を終わりますが、よろしくお願い

いたします。 

○棚井裕一委員長 これより質疑に入ります。 

 質疑は、歳入歳出及び債務負担行為を一括し

て行います。 

 質疑、発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○棚井裕一委員長 質疑はないものと認めます。 

 これより討論に入ります。 

 討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○棚井裕一委員長 討論なしと認めます。 

 採決いたします。 

 議第５９号令和２年度上山市介護保険特別会

計補正予算（第１号）は、原案のとおり可決す

べきものと決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○棚井裕一委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第５９号は原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

閉  会 

 

○棚井裕一委員長 以上で、当委員会に付託さ

れました議案の審査は終了いたしました。 

 この際、お諮りいたします。 

 委員長報告の取りまとめは正副委員長に御一

任願いたいと思いますが、これに御異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○棚井裕一委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、委員長報告の取りまとめは正副委員

長に一任することに決しました。 

 これにて予算特別委員会を閉会いたします。 

 御苦労さまでした。 

    午前１１時０２分 閉 会 

 


